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論点１ 

子どもたちが２度の統合を経験する（小学校で統合を経験した子どもが中学校でまた

統合を経験する）ことを避ける必要があるかどうか。 

 

論点２ 

中学校の統合については、急ぐ必要があるのか、時間をかける必要があるのか。 

 

論点３ 

小学校３校を統合するとした場合の進め方のパターンについて、２つのパターンが考

えられるが、どちらのパターンをとるべきか。 

※仮に統合により新設されるＤ小学校の統合場所をＡ校の位置、仮校舎をＢ校の位置とする。 

 

パターン１ 

①初年度 Ａ校とＢ校を統合し、Ｂ校を仮校舎としてＤ小学校を開校する。その際、Ｃ小学

校は現状のままとする。 

 

 

 

 

 

②大規模改修終了後の年度 Ｄ小学校を改修の終わったＡ校の位置に移すと同時（又はその

後）に、Ｃ校をＤ小学校に合併する。 

 

 

 

 

 

パターン２ 
①初年度 Ａ校とＢ校とＣ校を一気に統合し、Ｂ校を仮校舎としてＤ小学校を開校する。 

 

 

 

 

 

②大規模改修終了後の年度 Ｄ小学校を改修の終わったＡ校の位置に移す。 

 

 

 

 

Ｄ小学校（仮校舎） 大規模改修 

Ａ校の位置 Ｂ校の位置 

Ｃ小学校（現状のまま） 

Ｃ校の位置 

跡施設 Ｄ小学校 

Ａ校の位置 Ｂ校の位置 

跡施設 

Ｃ校の位置 

Ｄ小学校（仮校舎） 大規模改修 

Ａ校の位置 Ｂ校の位置 

跡施設 

Ｃ校の位置 

跡施設 Ｄ小学校 

Ａ校の位置 Ｂ校の位置 

跡施設 

Ｃ校の位置 
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各論点を踏まえた考察 

１ 論点１と論点２及び統合の順序との関係 

 論点２ 

中学校の統合は急ぐ必要が

ある。 

中学校の統合は時間をかける

必要がある。 

論点１ 

２度の統合を避ける

必要がある。 
① ② ③ ④ 

２度の統合を避ける

必要はない。 

小中議論がまとまったとこ

ろから統合を進める。 

小学校について先ず議論を

し、統合を進める。 

 

２ 論点３と統合の順序との関係 

 論点３ 

パターン１ パターン２ 

統合の

順序 
統合年度 １年後 

２年後 

以降 

８年後

以降 
統合年度 １年後 

８年後

以降 

① 
中学校統合 Ａ校・Ｂ校統

合（例） 

[Ａ・Ｂ]校にＣ

校合併（例） 

 中学校統合 Ａ校・Ｂ校・Ｃ

校統合(例) 

 

② 

中学校統合 

Ａ校・Ｂ校統合 

[Ａ・Ｂ]校にＣ校合併 

（１年後又はそれ以降） 

 中学校統合、Ａ

校・Ｂ校・Ｃ校統

合 

  

③ 

Ａ校・Ｂ校統合 中学校統合   Ａ校・Ｂ校・Ｃ校統

合 

中学校統合  

[Ａ・Ｂ]校にＣ校合併 

（１年後又はそれ以降） 

④ 
Ａ校・Ｂ校統合 [Ａ・Ｂ]校にＣ校合併 

（１年後又はそれ以降） 

中学校

統合 

Ａ校・Ｂ校・Ｃ校統

合 

 中学校

統合 

※大規模改修が１年で終了することを想定 

 

◎統合の順序 

① 中学校を先に統合し（例えば１年後に）小学校を統合する。 

小学校で統合を経験した子どもが中学校に進学するときには、すでに中学校は１つである。

（磯辺地区が１つの中学校区となっている。） 

② 小学校と中学校を同時に統合する。 

③ 小学校を統合した１年後に中学校を統合する。 

統合小学校の６年生が進学する中学校は、翌年開校する統合中学校となる。 

④ 小学校を統合した８年後以降に中学校を統合する。 

小学校の統合校が開校した時の２年生が中学校を卒業した後となる。 

◎他地区の例 統合準備には少なくてもまる１年かけることが望ましい。 

真砂地区（小４校中２校同時） 統合合意：平成２１年９月、統合時期：平成２３年４月 

高洲地域（高洲一小・二小） 統合合意：平成２１年９月、統合時期：平成２３年４月 

高浜地域（高浜二小・三小） 統合合意：平成２２年３月、統合時期：平成２４年４月 


